
第１章　総　　則

１.　　本地区の工事仕様は、広島県「土木工事共通仕様書」、農林水産省「土木工事共通仕様書」「土木工事施工管理基準」

　　　による外、この仕様書によるものとする。

２.　　工事施工に当り、設計書・図面および仕様書について疑義を生じたときは監督職員に協議し指示を受けること。

３.　　河川漁業に影響を与える恐れのある工事については、工事着手前に濁水対策施設等の施工について、市および漁業組合の

　　　立会いにより同意を得ること。

４.　　工事関係区域内の交通規制および安全施設等は、請負人において責任を持って対応すること。また、関係区間内における

　　　一般車両の通行車線および歩行者通路については、常に維持補修を行い円滑な通行を確保すること。

　　　（必要に応じ夜間照明等設置する）

５.　　本事業に隣接する土地および施設からの用排水等については、事前に調査し本水路との高さ関係を把握・確認の後実施すること。

６.　　工事中の用排水関係については、請負人において責任を持って地元調整し、対応すること。

７.　　本工事の工期は、検査期間として14日間を見込んでいる。

 　　　このため，工期の末日から起算して１４日前までに工事の完成及び工事完成通知書の提出を行う。
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第２章　生コンクリート使用区分

第３章　池内の堆積土及び残土処理

１.　　池内堆積土の処理については、現位置（池内）で土の安定処理を行なうものとする。

２.　　残土は、ため池内に処分するが、処分場所など監督職員と協議を行う。

第４章　環境配慮対策

１.　　保護すべき種の確認がある場合、移植先、移植方法など監督職員と協議を行う。

２.　　特定外来種などの駆除すべき種が確認されている場合、落水時には一度休耕田などの農地に水深3cm程度で流し込み、

　　　網を設置し水路へ流下させる。農地が確保できない場合は、水路等に網を設置し捕獲する。

　　　なお、駆除状況の記録を残すこととする。

8ｃｍ 40ｍｍ 無筋構造物・小構造物

強度＝21Ｎ/mm2 55% 12ｃｍ 20ｍｍ 鉄筋構造物

名　　　　称 Ｗ/Ｃ比 スランプ 骨材最大寸法 適　用　部　材

強度＝18Ｎ/mm2 60%



1.　　請負者は，施工体制台帳を作成し工事現場に備えるとともに，監督員に提出するものとする。

　　　なお，様式については，監理技術者・主任技術者（下請けを含む）及び専門技術者の顔写真，氏名，生年月日，所属会社名を記載

　　　するものとする。

　

2.　　請負者は，工事現場内において，監理技術者，主任技術者，（下請けを含む）に工事名，工期，顔写真，所属会社名及び証明印の

　　　入った名札を着用するものとする。

3. 　上記各様式・書式については，別途協議するものとする。

4. 　法定外の労災保険の付保

　１）　本工事において，受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

　２）　受注者は，建設工事請負契約約款第４７条に基づき，法定外の労災保険の契約締結したときは，その証券又はこれに代わるものを速

　　　 やかに監督職員に提示しなければならない。
　３）　法定外の労災保険は，政府の労働災害補償保険とは別に上乗せ給付等を行うことを目的とするものであり，（公財）建設業福祉共済
　　　　団，（一社）建設業労災互助会，全日本火災共済協同組合連合会，（一社）全国労働保険事務組合連合会又は保険会社との間で，
　　　  労働者災害補償保険法に基づいて契約を締結しているものとする。

5. 　請負代金額が3,500万円未満の工事については，災害復旧工事に係る緩和処置により，原則，評定の対象外とする。
　　　ただし，請負代金額が500万円以上の工事で，契約後速やかに，当該工事の評定を希望する旨を記載した工事打合せ簿を提出
　　　した場合は，評定の対象とする。
　　　なお，変更契約により3,500万円以上になった場合も，評定の対象としない。

6.　　週休２日制工事について
       本工事は週休２日制工事（受注者希望型）であり，「三次市週休２日制工事実施要領」に基づき実施すること。
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